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能取湖における風による貧酸素水塊の挙動特性

品田晃良，大森 始，多田匡秀，西野康人，佐藤智希

能取湖において数値シミュレーションで示されている

貧酸素水塊の挙動と風力の関係を検証するため，２００７年

の９月下旬に現場観測を行った。平均風速は９月２４日ま

で約４m s－１以下であったが，２５日から２６日にかけて６m

s－１を超えた。水温，塩分および溶存酸素濃度の断面図は，１８

日と２０日に等温，等塩分および等溶存酸素濃度線が最深

部から岸にかけて上昇していたが，２５日以降にはほぼ全

層均一となった。これらの結果は，４m s－１未満の南風に

より底層水が水深１２mまで上昇すること，６m s－１以上の

南風で鉛直混合が発生することを示した数値シミュレー

ション結果をほぼ再現していた。１９９８年から２００７年までの

風速データを解析した結果，７月から９月にかけて平均

風速が４m s－１未満の日が４５日以上連続する確率は非常に

低いことが示された。平均風速データを注視することは，

貧酸素水塊の発生を予察する指標になる可能性がある。

A４２９ 北水試研報 ７５ １－５ ２００９

夏季の石狩川水系および河口周辺におけるシラウオ仔稚

魚の分布と摂餌

岡田のぞみ，浅見大樹，山口幹人

夏季の石狩川周辺水域の三日月湖と河口および沿岸域

において，シラウオ仔稚魚の分布と食性，餌環境を調査

した。本水域のシラウオ仔稚魚は，三日月湖では枝角類

Diaphanosoma brachyurumを，河口・沿岸域ではカイアシ

類（Paracalauns parvus, Pseudodiaptomus marinus, etc．）

を主に摂餌していることが明らかになった。環境中の動

物プランクトンを調べた結果，三日月湖では沿岸河口域

では出現しない淡水性枝角類が多かったが，河口沿岸域

では枝角類やカイアシ類の密度は低かった。夏季の三日

月湖では枝角類が増加していることから，シラウオ仔稚

魚の索餌場としては，沿岸河口域に比べ三日月湖が優れ

ていると推定された。このことが，日本周辺の他水域で

は見られない三日月湖への遡上という回遊パターンの発

達に結びついたと考えられる。

A４３０ 北水試研報 ７５ ７－１３ ２００９

夏季の海洋環境が地まきホタテガイの貝柱歩留と麻痺性

貝毒の発生に与える影響（短報）

品田晃良

夏季の底層水温と餌濃度が，地まきホタテガイの貝柱

歩留と麻痺性貝毒の発生に与える影響について解析を行っ

た。

底層水温が高い年には，貝柱歩留は低くなる傾向が認

められた。これは，夏季における地まきホタテガイの同

化効率が，底層水温の影響で増減することに関係すると

考えられた。麻痺性貝毒の発生に関しては，発生年の底

層水温が発生しなかった年に比べ低い傾向にあった。本

海域では，麻痺性貝毒原因プランクトンの Alexandrium

tamarenseが多く存在する低温の沖合水が沿岸域に接岸す

ることによって，麻痺性貝毒が発生すると考えられいる。

今回の結果は，この仮説を支持するものであった。

A４３１ 北水試研報 ７５ １５－１７ ２００９

海道えりも以西海域で放流したマツカワの加齢に伴う移

動（短報）

高谷義幸，吉田秀嗣，松田泰平，村上 修

マツカワ放流魚の３歳以降での移動状況を調べるため，１

～５歳魚を標識放流した。放流は２０００～２００６年にかけて，

噴火湾内と日高沿岸において１８回行われ，放流尾数は合

計１，７９１尾であった。２００６年１１月までに２９９尾の再捕報告が

あり，再捕率は１６．７％であった。これらについて再捕年

齢，再捕時期，再捕場所別に集計した結果，マツカワは

２歳秋までは放流場所周辺場所に分布し，２歳の冬以降

は放流場所に分布する個体のほかに広範囲に分布を拡大

するものが増えてくるものと思われた。また，季節的な

移動の傾向も見られ，春～冬にかけては北海道太平洋沿

岸に分布し，冬～春には本州太平洋沿岸に南下する個体

が多くなるものと思われた。

A４３２ 北水試研報 ７５ １９－２１ ２００９

和文要旨 ３７



マツカワ人工種苗放流再捕魚の性比（短報）

高谷義幸，村上 修，吉田秀嗣，萱場隆昭，松田泰平

噴火湾と日高で放流されたマツカワ人工種苗の性比と

同沿岸で漁獲された再捕魚の性比を放流年級群別に比較

した。放流時の性比は，噴火湾では調査期間中の１年を

除いて，また日高ではすべての調査年で雄が多かった。

これらと再捕魚の性比を比較したところ，一部の例外を

除いておおむね対応しており，やはり雄率が高かった。

本種は天然資源がほとんど無いため，適正性比は不明だ

が，再捕魚の性比が放流時の性比を良く反映すること，

また，本種の資源が種苗放流によって形成されているこ

とを考えると，放流種苗の性比は的確に把握しておく必

要があると考えられた。

A４３３ 北水試研報 ７５ ２３－２４ ２００９

氷蔵中のサンマの血合肉と普通肉の性状について（短報）

辻 浩司，佐藤暁之，金子博実，野俣 洋

サンマの筋肉中に占める血合肉の割合はマイワシやマ

サバよりも高く，約４０％にも達し，利用途を検討するう

えで血合肉の性状を把握することは重要である。そこで，

氷蔵中の生鮮サンマから経時的に血合肉と普通肉を採取

し，ATP関連化合物や乳酸量などの変化について検討し

た。ATP関連化合物の総量に対するイノシン酸の割合は

普通肉で，イノシン，ヒポキサンチンの割合は血合肉で

氷蔵初期から高い値を示し，これにより K 値は普通肉よ

り血合肉で高く推移した。また，普通肉に比べ血合肉の

乳酸量は少なく，逆に pHは高い傾向を示した。

A４３４ 北水試研報 ７５ ２５－２７ ２００９

和文要旨３８
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